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１．はじめに 

 

 世界のクルーズマーケットは1990年代以降，倍以上の

成長をみせている．産業界では，アジアにおける海洋ク

ルーズ需要の拡大が予想されている． 

 一方，我が国のクルーズマーケットは，未だ大きいも

のではないが，今後，引退する団塊世代の需要が喚起さ

れ，マーケットが拡大すると予想されている． 

 クルーズ船による観光は，港というインフラがあれば，

宿泊施設を伴うことなく観光を行うことが可能であるた

め既存インフラを有効活用できる可能性がある．また，

これまでクルーズ船が寄港しなかった港にも寄港促進す

ることにより，観光促進による地域振興にも寄与する可

能性がある． 
 

２．クルーズ観光について 

 

「クルーズ」から連想されるものは，世界一周や海外

リゾート観光など豪華な旅である．クルーズの定義は，

日本外航客船協会によると，①船に乗ることが自体が旅

行の主目的であること．②航空機や鉄道などの代替・振

替の輸送手段ではないこと．③船を単なる輸送機関とし

てではなく，船内のレジャーや滞在，洋上ライフを楽し

むことが乗船の主目的になっていること．④宿泊が伴う

ことの４つである． 

クルーズ観光が航空機，列車，バス，自動車による観

光と根本的に異なるのは，そこが「快適な滞在空間」と

なっている点である．観光行動は，自然，歴史，世界遺

産などを巡り余暇を楽しむことができる一方で，宿や食

事の心配，重い旅行バッグの移動の煩わしさ，交通渋滞

などを避けることができない．しかし，クルーズ観光の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-１ クルーズ船（飛鳥Ⅱ）１） 

 

表‐１ 我が国の代表的なクルーズ客船 
名称 総トン数（ｔ） 旅客定員 

（人） 
飛鳥Ⅱ 50,142 940 

ぱしふぃくびいなす 26,518 696 
にっぽん丸 21,903 532 
ふじ丸 23,235 600 

 

場合，一度，乗船してしまえばその必要性や心配はない．

クルーズ観光には，移動中もホテル並みの施設・設備を

楽しむことができ，船内は他の交通手段の空間と比較し

ても格段に広いため長距離の移動でもエコノミークラス

症候群などの心配がない．また，快適な船内を楽しんで

いる間も移動しているため，移動に伴う疲労が少ないな

どの特徴が挙げられる．これらも世界的にクルーズ観光

の需要が伸びている一因ではないか．つまり，観光地近

辺の港に船を接岸させそこから他の交通手段を利用し観

光地まで移動する．観光が終了すれば船に戻り船内に宿

泊する．宿泊している間にまた次の寄港地に移動すると

いう観光形態が実現する． 

クルーズ観光に関する既往研究は，小島２）によるク

ルーズ観光誘致に向けた港の新たな整備の方針及び必要 

条件等を整理したもの，臺ら３）による，北米のクルー

ズマーケットを対象としてその動向と経年変化を分析し

たもの，池田ら４）による，料金，期間，船酔い指標，
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クルーズの認知度を説明変数として，日本におけるクル

ーズ客船の需要予測手法を提案し，大型クルーズ船の就

航可能性について分析したのもがある． 
本研究では，公表されているクルーズに関する統計

データを使用して，我が国におけるクルーズの傾向の把

握，外国籍クルーズ客船の寄港実績の実績と特性の分析，

港湾寄港実績の類似性を検証，寄港の特性分析を行いク

ルーズ観光の実態を明らかにすることを目的とした． 
 

３．クルーズ観光に関するデータ 

  

我が国のクルーズ観光の実態を把握できる統計は，

出入国管理統計，外国船クルーズ実績，世界クルーズマ

ーケット乗客数の推移調査，外航・国内クルーズ乗客数

の推移の４つである． 
法務省が取り纏める，出入国管理統計は，港ごとの日

本人，外国人，協定該当者を出入国者別に把握している． 
日本外航客船協会が取り纏める，外国船クルーズ実績

は，寄港年月，船名，総トン数，船籍，旅客定員，国内

寄港地数を把握している． 
国際クルーズ船社協会が調査を行っている，世界クル

ーズマーケット乗客数の推移，世界のクルーズ人口，宿

泊数，年齢を把握している． 
 国土交通省が調査を行っている，外航・国内クルーズ

乗客数の推移調査は，クルーズ船旅客に対して，アンケ

ート調査を行い，外航，内航クルーズ船の乗客数を把握

している． 
 

４．クルーズ観光の実態分析 

我が国のクルーズ観光は．ワンナイトクルージング，

花火クルーズ，夏祭りクルーズ，北海道クルーズなどが

ある．「飛鳥Ⅱ」（図-１），「ぱしふぃっくびいな

す」，「にっぽん丸」，「ふじ丸」などの大型客船に乗

って国内各地の観光地やイベントを楽しむ旅が，余暇を

楽しむ余裕のできた中高年に人気がある．期間は，花火

大会を見るだけのツアーから観光地を巡る６泊７日のツ

アーまで様々な企画がある． 

国際クルーズ船社協会（CLIA）の調べによる，世界
のクルーズ需要を図-２に示す．世界のクルーズ需要は
増加傾向にあり，その中心は，北米である．その背景に

は，世界最大のクルーズハブであるマイアミ港でフライ

＆クルーズによるマーケットが確立されたことにある．

その結果として需要量は，1995 年の約２倍となってい
る． 
国土交通省の調べによる我が国のクルーズ需要の推

移を図‐３に示す．1990 年代は国内クルーズを中心と
して推移し，2000 年代に入ると国内，外航クルーズと
も安定した推移を見せている．世界のクルーズ需要が増 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-２ 世界のクルーズ需要の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-３ 日本のクルーズ需要の推移 

 
表-２ クルーズ需要の国際比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図‐４ 寄港回数実績（2007年） 
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大する中，我が国のクルーズ需要は安定している． 
人口１人当たりクルーズ需要を表‐２に示す．人口1

00人当たりの需要はアメリカで最も多く2.62人となっ
ている．一方，我が国の人口100人当たりの需要は0.16
人と他国に比べると圧倒的に低い．これは，以降に示す

調査結果からも潜在需要がある可能性が高い． 
日本外航客船協会の調査５）よりクルーズの関心度は

半数を上回り，潜在的にクルーズを体験してみたいと感

じている人は多いという結果が出ている．この結果より

クルーズ観光の潜在顧客に費用・内容・種類の情報が浸

透しておらず，旅行の選択肢に含まれていないケースが

あると思われる．これらをターゲットとして，潜在需要

を発掘する施策を取れば需要を増加させることも可能で

あると考えられる．クルーズ客船の客層は中高年が中心 
であり，長期間のクルーズになるほど平均年齢が上がる

傾向があった．さらに，日本では，欧米のような長期の

休暇を取るのが困難であることから，短期のクルーズを

楽しみたいとする人が多いという結果であった． 
 外国船クルーズ実績を用いた 2007年の外国船クルー
ズ客船の寄港回数実績を図‐４に示す．長崎港，大阪港，

神戸港などの旅客船専用バースのある港への寄港が多い

ことがわかる．世界的観光地として有名な北海道や那覇

は他の港に比べて寄港回数がそれほど多くない． 
外国船クルーズ実績を用いた，2007年の主要な船の

寄港経路を図-５にしめす．断面交通量が年間８回以上

の経路では，横浜港，神戸港，大阪港，長崎港，那覇港

などの規模の大きな港に寄港していることがわかる．一

方，断面交通量の小さい経路では，東北地方を除き，全

国各地の港に寄港していることがわかった．外国船クル 

 

  

図‐５ 寄港経路 

図‐６ 総トン別寄港実績（2007年） 
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図‐８ 乗客数の変化（2007年） 
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図‐７ 寄港回数の変化（2007年） 

 
寄航回数（２００６年基準）

横浜

横浜

横浜 横浜

広島

広島

広島

広島

那覇

那覇那覇

那覇
長崎

長崎 長崎

長崎

東京東京

東京

神戸

神戸

神戸

神戸

鹿児島

鹿児島

鹿児島

小樽 小樽

大阪

大阪

大阪

大阪

0.1

1

10

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

(回) 



ーズ実績を用いた，2007年の総トン別寄港実績を図-６

に示す．これは，寄港実績が合計５回以上の港を総トン

別に示したものである．また，寄港実績が合計５回以上

の港に旅客船専用のバースの有無を○×で示している．

その結果，旅客船専用バースが整備されている港には，

５万トン以上の旅客船が寄港している一方，旅客船専用

バースが整備されていない港でも，１万トン以上の旅客

船が寄港していることがわかる．しかし，那覇港のよう

に旅客船に専用バースが整備されていないにも関わらず

10万トン以上の旅客船が寄港している実態も明らかとな

った．これらの結果から旅客船専用バースの有無よりも

寄港地の魅力に大きく依存している可能性が高い． 

図-７に寄港回数の変化を示す．全港湾寄港実績のあ

る2006年を基準として，2003～2007年の寄港回数の変化

を示したものである．東京港，横浜港，大阪港は，依然

として寄港回数が高い傾向が続いている．一方，那覇港，

鹿児島港，長崎港は寄港回数が上昇している傾向にある． 

図-８に乗降客数の変化を示す．全港湾寄港実績のあ

る2006年を基準として．2003～2007年の最大旅客数の変

化を示したものである．東京港，横浜港は依然として乗

客数が多い傾向が続いている．一方で，那覇港，長崎港，

大阪港，大阪港では，大きな伸びを示している．那覇港

は，寄港実績が長崎港に比べ少ないが，大型船が寄港す

ることが多くなったことが，乗客数が大きく伸びた要因

と考えられる． 

  

５．まとめ 

  
本研究では，我が国に寄港する外航客船の寄港実態

を入手可能なクルーズ船に関する統計を用いて実態分析

を行った．その結果，我が国に寄港する外航客船は，旅

客船専用バースの有無に関係なく，寄港経路を選択して

いる可能性があることが明らかになった．寄港経路は太

平洋側，日本海側それぞれにまとまっており，一日の航

行距離等を勘案した上で寄港スケジュールをしている可

能性が高い．近年，小樽港，鹿児島港，長崎港，那覇港

の寄港回数が多くなっていることが明らかになった．こ

れは，クルーズ需要の増大に伴い，寄港地数が増えた結

果と考えることができる．これらの結果より，港の大き

さや専用バースの有無などの制約にとらわれることなく，

日本の魅力を存分に楽しむ寄港地設定がなされている可

能性が高いことが明らかとなった． 
 
６．今後の課題 

 
本研究は，クルーズ客船に関する実績のデータを基

に分析を行った．クルーズ実態に関する基礎的な分析

を行ったため，出航地別の実績や寄港経路，寄港地の

類似性など十分な分析がなされていない．さらには，

クルーズ船の運賃構造や船員の従業構造なども含めて

分析を行う必要がある．  
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